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迷
子
の
迷
子
の
小
猫
ち
ゃ
ん

フ
ノ

と

Ⅲl展願圃囲111l

私たちの

呵少＜崖
ポﾗﾝ天ｲアあ

な
た
の
お
薑
つ
ち
は
ど
こ
で

花々の美しさを
届けます

ペットは、ネコに限らずルールを守ってかわいがっ

てください。特に、住宅が接近している地域では、マ

ナーのある飼い方が厳しく求められています。苦情の

多くは、ペットの行動の原因は飼い主にあると指摘し

膳:識馨鯛鯛職ゞ

代表

池坊華道教室
(東本町）石塚たみ子さん

豊
讓
這
謹摩ー

輻

轌

靱

羽

迅

函

唖

堀

田

輝

諏

醸

芯

霞
華やかに生き生きと、様々

な花器に生けられた季節の花

花に、忙しく行き交う人々は、

足を止めます。ここは、高萩

駅の待合室。 「電車に乗る人、

友達やお客様を待つ人に、つ

かの間ですが花を楽しんでい

ただけたら」 と、石塚さんと

お弟子さん5人が交替で生け

花を届けて7年目を迎えまし

た。また、石塚さんらの活動

が認められ、昨年、明るく美

しい駅づくりに貢献している

と、 JR東日本の水戸支社長

から感謝状を受けました。

ー

ふ
り
い
か
？
．

＊イヌやネコの引取りは…
一

：福祉事務所わき （市役所北側の入り口周辺）で、

毎週水曜日の午前11時10分から15分までの間に

無料で行っています。

＝茨城県動物指導センター壷0296-72-1200＝

こ)問い合わせは、生活環境課へ盆23-2111内線362○

､画函面
自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
車
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１
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１
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計画
ヘ
ノ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
海
と
山
の
豊
か
な
自
然
を
は

み
４
じ
め
、
温
暖
な
気
候
や
歴
史
・
文
化
遺
産
が
今
に

息
づ
き
住
み
や
す
い
快
適
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
口
の
高
齢
化
を
は
じ
め
駅
周
辺
の
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
、
郊
外
で
の
多
様
な
開
発
の
進
行
な

ど
の
社
会
的
な
変
化
に
加
え
、
市
営
住
宅
の
老
朽
化
や

民
間
賃
貸
住
宅
の
不
足
な
ど
の
住
宅
事
情
の
悪
化
に
よ

り
、
住
む
た
め
の
環
境
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
住
宅
に
関
す
る
諸
問
題
を
整
理
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
快
適
な
住
宅
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
取
り
組
む
べ
き
市
の
住
宅
施
策
の
基
本
的
な
内

容
・
方
向
を
示
し
た
の
が
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
（
地
域
住
宅

計
画
）
で
す
。

｝
」
鯉
嶽
輌
単
螂
鋤
燭
甑
癖
錦
難
伽
岬
斡
鯛
毒
睡
維
輌

住
ま
い
づ
く
り

新
し
い

一
一 ｰ

紀
へ
つ
な
ぐ

示
し
て
、
高
萩
市
新
総
合
計
画
の
住
宅
に
関
す
る
項
目

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
や
有
識
者
に
よ
る

策
定
委
員
会
を
組
織
し
て
広
く
意
見
を
求
め
る
と
と
も

に
、
茨
城
大
学
を
は
じ
め
建
設
省
や
茨
城
県
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

計
画
の
構
成
は
、
「
住
宅
事
情
と
課
題
」
「
目
標
」

「
推
進
プ
ラ
ン
」
「
将
来
住
宅
市
街
地
像
」
「
実
現
方

策
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
目
標
を
柱
に

三
つ
の
個
別
目
標
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
五
つ
の
推
進
プ

ラ
ン
を
設
定
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
明
記

し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
域
を
そ
の
特
性
で
分
類
し
、
将

来
の
住
宅
市
街
地
像
に
つ
い
て
の
展
望
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
、
四
ペ
ー
ジ
か
ら
五
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
住
ま
い
づ
く
り
を
進
め
る
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
ホ
ー
プ
）

計
画
。
昨
年
策
定
し
た
こ
の
計
画
の
期
間
は
、
今
年
か
ら
平
成
一
七
年
ま
で
の

一
○
年
間
。
二
一
世
紀
へ
つ
な
ぐ
新
し
い
住
ま
い
づ
く
り
の
計
画
、
そ
れ
が
高

萩
市
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
で
す
。

ｰ

O

ホープ

で一-T&GPE計画と:はき■： ≧＆§■ ;:#､
鶚幸談藩:舛鳥 ’ も鶴 ､ 漣塞錘鐸

単

;噂;
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基
本
目
標
を
踏
ま
え
、
若
い
人
や
高
齢
者
な
ど
各
年

齢
層
の
求
め
る
住
ま
い
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
魅
力
あ

る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
具
体
的
な
三
つ
の

個
別
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

①
若
い
人
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い
づ

く
り
市
内
で
は
、
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
、
若
年
単
身
世
帯
は
全
世
帯
の
約
一
割
程

度
し
か
な
く
、
人
口
構
成
の
回
復
や
ま
ち
の
活
気
を
つ

く
る
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
若
年
層
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯

の
居
住
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

口
利
便
性
の
高
い
中
心
市
街
地
に
、
若
年
層
が
住
み
た

く
な
る
よ
う
な
魅
力
的
な
住
宅
の
供
給
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

口
乳
幼
児
か
ら
学
童
期
の
子
を
持
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯

に
対
し
、
適
切
な
家
賃
負
担
で
住
む
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
住
宅
の
供
給
を
進
め
ま
す
。

口
中
学
生
以
上
の
子
を
持
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
に
つ
い

て
は
、
個
室
の
要
望
が
確
保
で
き
る
良
好
な
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

’

画
き
い
き
快

塁
一
心 ノ

I ）

I

器
｜
｜
ラ
の
個
別
目
標

は
、

②
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
内
の
高
齢
化
率
が
年
々
増
加
し
、
そ
の
中
で
も
高

齢
単
身
世
帯
や
高
齢
夫
婦
世
帯
に
つ
い
て
は
急
激
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
快
適

な
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
そ
の
生
活
様
式

や
運
動
機
能
の
特
性
に
配
盧
し
た
住
宅
の
整
備
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

口
高
齢
者
や
障
害
者
の
住
宅
で
は
、
段
差
を
な
く
し
手

す
り摺
を
つ
け
る
な
ど
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
な
室
内

の
改
造
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
改
造
に
つ
い

て
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
民
間
建
築
業
者
で
の
専
門

的
な
技
術
者
の
養
成
を
推
進
し
ま
す
。

口
住
宅
の
新
築
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
高
齢
時
の
生

活
様
式
を
念
頭
に
、
改
造
可
能
な
構
造
に
よ
る
建
設

を
促
進
し
ま
す
。

口
住
宅
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道
路
や
公
共
施
設
の
段
差
の

解
消
な
ど
、
ま
ち
全
体
の
障
害
と
な
る
構
造
物
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

口
将
来
の
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
新
し
い
住
宅
・
住
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調
査
・
研
究
を
行
い
、

住
み
替
え
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

い

③
人
と
自
然
・
歴
史
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り市
域
は
市
街
地
と
農
村
が
共
存
し
、
松
岡
地
区
や
旧

適酉P

居
住

市
民
一
人
ひ
と
り
の
住
み
や
す
い
住
宅
環
境
づ
く
り
を
念
頭
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
層
に
応
じ
た
生
活
様
式
に
配
慮
し
な
が
ら
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
の
快
適
な
生
活
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

都国
道
沿
い
に
は
歴
史
的
雰
囲
気
を
残
す
市
街
地
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
は
市
街
地
周
辺
部
で
の
住
宅
開
発
の
進
行
や
中
心

市
街
地
の
人
口
流
出
、
商
店
街
の
空
洞
化
も
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る

住
環
境
を
生
か
し
た
住
ま
い
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
、

口
市
街
地
の
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
区
の
特
性
や

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
住
宅
の
整
備
、

良
好
な
住
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

口
中
心
市
街
地
に
あ
る
既
存
の
公
共
公
益
施
設
の
周
辺

に
新
た
な
集
合
住
宅
の
建
設
な
ど
を
検
討
し
、
定
住

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

口
都
市
計
画
法
な
ど
関
係
法
令
の
規
制
を
活
用
し
、
無

秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
て
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

と
住
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
℃

口
農
村
集
落
や
山
間
部
の
集
落
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

自
然
景
観
に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
住
宅
建
設
を
促
進

し
ま
す
。

口
現
在
進
め
て
い
る
工
業
団
地
の
造
成
や
新
都
市
開
発

事
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
良
好
な
新
住
宅
市

街
地
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

口
水
害
や
地
震
、
火
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
雨
水
対
策
を
は
じ
め
建
物
の
耐
震
性
の
向
上

や
不
燃
化
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

竜＝

灘
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個
別
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
特
に
早
急
に
対
応
し

進
め
る
べ
き
重
要
な
施
策
を
推
進
プ
ラ
ン
と
位
置
付
け
、

重
点
的
に
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
公
共
賃
貸
住
宅
の
再
編
成

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
進
め
る
と
と

も
に
、
新
規
の
公
的
住
宅
の
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

②
中
心
市
街
地
居
住
の
促
進

中
心
市
街
地
の
都
市
施
設
や
生
活
環
境
な
ど
、
活
性

化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
各
種
施
策
を
進
め
な
が
ら
、

住
宅
供
給
を
促
進
し
ま
す
。

③
高
齢
者
対
応
リ
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
整
備

改
造
相
談
、
住
宅
診
断
の
実
施
と
併
せ
て
高
齢
者
の

た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
ま

斗
ｑ
ノ
｜
○

こ
の
ほ
か
、
各
種
都
市
計
画
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
住
ま
い
づ
く
り
や
住
環
境
整
備

の
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
す
る
各

種
業
界
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
の
啓
蒙
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ー

五
つ
の
推
進
プ
ラ
ン

高萩市HOPE計画策定委員会委員

石雄一郎さん(本町）

的悪窺鱒鷲鰐住
の実現にあたっては.私たち市民ま

礁隠頚R料f聖襲い
いってもその9割は民間によってづ

藤隠言鵲課:＜
運動は.私たち-人ひとりの問題り

謂畠爵需塁暫｡運
の中で最初に地元の組織化や運動
動化が取り上げられているのも、

このような理由によるものです。の

員難黛隅鶯需主
掲げた地域ビジｮﾝの中でも住宅役
潔講職そ畷計置は
の実環に向けて積極的に関わって私
いきたいと思っています。

また、住宅をつくるのは－人ひた

蝿鶚灌盟黛ち
が大きく影響してきます。現在建

築士会では、高齢者や障害者の住

宅改造相談の準備を進めています。

私もその会員ですので、この計画

を指針としながら住宅に関する專

門的な知識をさらに身につけてい

きたいと考えています。

④
新
し
い
高
萩
の
住
宅
地
づ
く
り

新
た
に
開
発
さ
れ
る
住
宅
市
街
地
で
は
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
や
周
辺
環
境
に
配
慮
し

た
高
萩
ら
し
い
住
宅
供
給
を
進
め
ま
す
。

⑤
住
ま
い
づ
く
り
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

公
的
機
関
や
民
間
業
者
、
市
民
の
協
力
と
連
携
に
よ

り
、
住
ま
い
づ
く
り
の
推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

住
宅
の
位
置
す
る
環
境
や
地
域
性
を
考
盧
し
な
が
ら

地
域
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
よ
り
将
来
市
街

地
像
や
住
環
境
整
備
の
方
針
、
目
標
住
宅
像
を
示
し
ま

し
た
。こ
の
中
で
目
標
と
す
る
住
宅
像
に
つ
い
て
見
る
と
、

駅
西
側
で
は
都
市
型
集
合
住
宅
、
海
岸
市
街
地
地
区
は

市
営
住
宅
や
社
宅
な
ど
の
中
層
集
合
住
宅
や
一
戸
建
て

住
宅
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
集
落
や
歴
史
的
市

街
地
な
ど
で
は
自
然
や
町
並
み
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
大
き
い
二
戸
建
て
住
宅
、
山
間
部
の
集
落
で
は
木
材

な
ど
の
自
然
の
材
料
を
使
用
し
た
二
戸
建
て
住
宅
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ｰ

将
来
住
宅
市
街
地
像

国

９

｜

’ 、
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スポーツや旅行、長編小説の読破など思い思いの夏

を過ごされたことでしょう。また、休み返上で仕事を

した人や今から遅い夏休みに入る人もいるのでしょう

ね。ここでは、アトランタオリンピックに参加した塩

手満夫さんをはじめ、海外でホームステイを体験した

レポートを紹介します。

“夏休みだからこそ親子で楽しみたい”

みなさんのための行事が開かれました。

森で遊ぼう…8月4日（日）

「海と山のつながり、人と自然のつながり」をテーマに進

められている､(社)高萩青年会議所の『森で遊ぼう』。参加し

た親子約70人は、朝

の6時30分に森林公

園に集合して森林浴

の中で朝食を取り、

遊歩道を歩きながら

植物の生態や湧き水

を観察しました。

§
j織観

吟
揮
堺
隷

瀞‘蕊
＃I
ミ

賎
藍撰』

MWL撚Ⅱ溌叡瀞
タイド、イギリスへ研修旅行

KDDで親と子のインターネット特別講座…8月11日（日）
.； ：

インターネットで交信したい一と、コンピュータ画面に向

かう親子14組の36人。KDD茨城衛星通信所の職員から操作方法
代表佐藤淳さん（下手綱・上の写真の左端）

タイドは､年齢､性別､国籍､ハンディキャップの有無

を越えて、みんなで協力しあっていい社会づくりに参

加することを趣旨としたボランティア団体です。今回、

タイドの会員である幼児と小・中学生、高校生、社会

人ら15人（上の写真）が参加して、 『イギリス研修旅

行｣〈7月26日(金)～8月5日(月)〉に行ってきました。

＊ ＊ ＊

テレビや雑誌で見るイギリスは、 きらびやかで華や

かですが、 8日間の滞在中、ホームステイや交流会で

ふれた彼らの日常生活は、 とても堅実で質素でした。

階級意識が強いと言われるイギリス社会で、私たち一

行を迎えてくれたのは、 AET(英語指導助手）のダ

ニエル・カリーさんの家庭をはじめとする心優しい人

達でした。中世の面影を残すヨーク市や湖水地方の見

学では、数百年前の建物や道路が、当時のまま手入れ

良く保存されて現在も使用されていました。時代の流

行に左右されない成熟した社会とライフスタイルに、

私たちは、感心してしまいました。

研修のハイライトの「障害者との交流会」では、現

地のボランティアのみなさんも多数参加してくれまし

た。スピーチや歌とともに、 日本から持参した書道や

折り紙などを披露して交流を深めてきました。

これからもタイドの仲間と様々な活動を展開して、

できる範囲で楽しみながら友情の輪を育んでいきたい

と思います。市民レベルの草の根運動が、やがていい

地域社会、地球社会をつくると信じています。

。〆

の指導を受けて、東

京にあるKDD本社

の広告ページやアメ

リカ・ディズニーラ

ンドの情報を受信し、

思わずニッコリ。子

どもたちより親の方

が、興味津々でした。

親子ふれあいの船で北海道へ…7月24日(水)～28日（日）
ゆうと まさき ゅう

市内の小学生の鈴木悠斗さんと内山昌季さん、金沢悠さん

ら3人とその親が、県主催の親子ふれあいの船に参加し、北

海道に渡りました。

一行は、火山科学館

やアイヌ文化継承の

里などを見学し、満

足顔。また､協力者

として高萩市高校生

会長も同行しました。

ー

内山さん親子レ

水泳の基礎を学ぶ…7月29日(月)～8月6日（火）

高萩小学校のブールで開かれた親子水泳教室には、親子34

人が参加しました。水の中でゲームを楽しみながらバタ足や
イギリスの障害者との交流会で書道を披露一寺

妃昇Z蒜可燃駕膳賎二鍵 を
ど
だ
ぎ
戦
ん
る
。
｜

習
子
ら
泳
挑
並
れ
た
一

練
、
か
平
も
で
ら
し
一

の
、
に
や
て
に
子
見
ま
一

ど
ち
顔
れ
ル
親
が
り
一一

な
《
う
の
慣
一
、
姿
な

ぎ
る
ち
に
□
は
ぐ
に

つ
れ
た
水
ク
半
泳
う

息
菫
も
が
や
後
で
よ
－
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オリンビクプ強詔？■"" " "､鰯み;：

、､;:､.;溌鳶
:､乳･蝋､;蕊難"

塩手満夫さん燗｢に製紙職

ク大金

1 ．巨大ビル高層群の陰に ヒロョ

い私は、 どう会話をしてよいのか分かりませんでした

しかし、サンドラさんは、辞書を引き、 日本語で話しか

けてくれたのです。セント ・マークス校では、 日本語の

勉強もしていると聞いていたのですが、想像以上に上手

だったので、びっくりしてしまいました。そのうち、な

んとか私にも英会話が分かるようになると、それまでの

不安は消えてしまい、毎日が楽しくなってきました。

セント ・マークス校では、午前中に英会話学習を受け、

午後は、見学研修としてパース市内の銀行や動物園水

族館などを訪れました。一番印象に残っていることは、

コアラやカンガルーに触れられたことでした。また、私

たちは、 2，3人に分かれて|司校にある日本語クラスに行

き、折り紙をしたり、 日本語と英語で会話をしたりと、

毎日、楽しい時間を過ごしました。

夜、サンドラさんは、その日の宿題を手伝ってくれた

りゲームをしたり、 また、来日したときの写真をいっし

ょに見るなどして過ごしました。休日は、公園やショッ

ピングに出かけて楽しいひとときをつくってくれました〔

時間が経つにつれて帰国のHが迫り、私たちは、お世

話になったホストファミリーを招待してのさよならパー

テ4T盈閑書ました。私たちが作ったギョウザなどに、
"VeryGood''と言って食べてくれたことも強く印象に

残っています。私は、大切な思い出となったこの20日間

の体験を忘れません。そしていつかまた、オーストラリ

アを訪問したいと思っています。

Fさよならパーティーの一コマ

摩天楼や巨大高層ビルによる都市機能の充実の陰に、 こ

の地を生活の場としていた主として黒人は、生活の本拠を

失い、生活の保護を受けるか、 または低所得者となってい

ます。

生活手段を無くしたものの常として、心はすさみ治安の

悪化、犯罪の増加となり、銃砲所持率は、米国都市の中で、

第一位にランキングされています。それが、 アトランタの

ダウンタウンですc開発に伴う難問を見せ付けています。

2．新しいアトランタの顔

ダウンタウンから、安価で快適な職住接近のオフィスを

求めて、約15キロメー1､ル北方の地バックベッドヘ、人も

オフィスも移動をはじめ新しい街を創りはじめています。

この街には、 レノックススクエアとフイッププラザという

米国南東部で最大といわれるショッピングモールがあり、

周辺の住宅街も高級な雰囲気を醸し出しています。

ホテルアトランタ日航もこの地にあり、私はここに滞在

しました。ジョージア州で活躍する日本企業の人たちの溜

まり場でもあるようです。

3．華やかなオリンピック

テレビで、 .GUSA、USA'' コールを聴視されたことと思

います。北も南もない、 白人も黒人も皆一様に星条旗の下

に、辺り構わず熱狂する姿には、恐ろしいほどの力を感じ

ました。これは、競技会の背景として最高であり、 またと

ない舞台を選手に提供しています。それでいてこの観衆は、

節度も心得ています。

このような応援の間に実施されている表彰式は、 スマー

トでかつ厳粛に行われ、見習うべき点が多くありました。

広く大きな舞台の中央で、誘導貝に導かれた金・銀・銅の

三選手、先導者と三名の賞授与者、三名の清楚な黒人女性

（アシスタント）の様子は、一枚の名画を見るような表彰

シーンでした8の蓄
私は、 この檜舞台で賞授与者として、 レスリングのメダ

リストにメダルを授与する光栄に浴しました。国際レスリ

ング連盟名誉理事として、 また、いばらき大使としてのオ

リンピックの晴れの姿ですoi * ' .･･後編は10月号で紹介します。

ー

鍵
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灘議

鐘灘蕊
| |

謡
学蕊､

驚溌
認

織

瀞
蕊

羅
陶毒

職
I

市
で
は
、
敬
老
の
日
の
九
月
一
五
日

現
在
の
年
齢
で
七
○
歳
以
上
の
み
な
さ

ん
に
敬
老
祝
い
品
を
、
八
○
歳
以
上
の

み
な
さ
ん
に
は
敬
老
祝
い
金
を
添
え
て

長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
す
。
お
祝
い
は
、

民
生
委
員
を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

八
八
歳
を
迎
え
た
人
と
九
五
歳
以
上
の

八
三
人
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
久
保
市

蕊
健
や
か
に

澱

＝
、

画嘩縄
鯉蕊畢嘩鞭_菱

篭鬼 愈吟達通
湾

齢

墜 髭 、

篭簿
灘

稗
獺
銅

誕琢
” 聯

灘
瓢

認 灘蕊

職
＃

蕊
長
が
直
接
訪
問
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
八
五

歳
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
に
手
作
り
の
座

布
団
を
贈
り
ま
す
。
県
知
事
か
ら
は
、

今
年
度
に
八
八
歳
を
迎
え
る
み
な
さ
ん

と
百
歳
を
迎
え
る
本
町
の
鈴
木
一
司
さ

ん
に
、
褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

鍛
錘

譜

議脅
《

灘：零

市
内
に
は
、
二
九
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
行
事
や
活
動
を
通
し
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
下
手
綱
の
小
島
む
つ
み
会

で
は
、
八
月
二
三
日
園
、
小
島
団
地
集

会
所
に
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
昼
食

会
を
開
き
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お

好
み
焼
き
と
お
に
ぎ
り
、
ス
ー
プ
な
ど

で
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
に

ぎ
り
を
握
っ
た
り
、
野
菜
を
切
っ
た
り

し
ま
し
た
。
会
の
み
な
さ
ん
の
や
さ
し

い
笑
顔
に
包
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
上
手
ね
。
今
度
は
私
が
焼
い
て
あ
げ

諜
天
う
門
に
は
福
来
る
″

の
福
は
子
ど
も
た
ち
？

魚f
＝

顎

募睾

れ

の
（敬称略）

31 30292827262524232221 20 19 1817 16 15 14 13 12 11 10 9 8
ラ ダも 戸

／ 0 0 3 2 11
画〆

西
山
ョ
シ

下
山
田
な
を

須
藤
と
り

佐
川
や
ち
よ

吉
田
義
雄

今
川
た
き

佐
川
ナ
ヲ

永
井
菫

山
形
正
夫

芳
賀
つ
め
さ
い
す
け

沼
田
才
介
た
か
す
け

瓦
葺
隆
輔

添
田
ミ
ツ

有
賀
み
よ

樫
村
き
ゑ

佐
川
き
よ

宇
野
榮

佐
川
セ
イ

赤
津
は
な

石
は
な

落
合
き
く

宇
野
す
ゑ

た
け
は
な

武
塙
き
つ
せかす

大
高
和

石
み
よ

深
谷
や
い

小
野
寺
新
藏

住
谷
く
り

鈴細鈴

93939393939393939393949494949494959595959595959595969696

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

有
明
町

上
手
綱

上
手
綱

大
能

春
日
町

高
萩
大
能

安
良
川

春
日
町

島
名
高
萩

安
良
川

島
名
本
町

安
良
川

上
君
田

下
君
田

秋
山

上
手
綱

本
町
高
戸

下
手
綱

安
良
川

安
良
川

本
町

大
和
町

肥
前
町

有
明
町

6261 60595857565554535251 50494847464544434241403938373635

鈴
木
安
治
あ
さ
き

村
山
朝
喜

鈴
木
み
よ

沼
田
す
て

岩
本
と
し

神
代
は
る

中
崎
ス
ミ

武
田
は
る

藤
咲
け
よ

大
平
千
代
野

鈴
木
勝
正
か
が
や
く

佐
川
輝

鈴
木
フ
ヂ
ノ

高
橋
美
江

黒
澤
さ
く

星
野
ヨ
イ

荒
川
登

高
崎
辰
重
郎

市
村
辰
太
郎

直
井
ま
す

沼
田
き
み

小
澤
な
を

や
な
き

梁
木
キ
ミ
ョ

弓
野
ち
よ

沼
田
吉
次
郎

佐
藤
し
げ

小
泉
は
ま

沼
田
み
き

く
年
齢
は
、 ＊80歳以上

1,094人
蛇
歳
本
町

蛇
歳
高
戸

蛇
歳
島
名

蛇
歳
下
手
綱

蛇
歳
高
戸

蛇
歳
本
町

蛇
歳
上
手
綱

蛇
歳
安
良
川

蛇
歳
東
本
町

蛇
歳
上
手
綱

蛇
歳
安
良
川

蛇
歳
赤
浜

蛇
歳
上
君
田

蛇
歳
春
日
町

蛇
歳
下
手
綱

蛇
歳
高
戸

蛇
歳
大
和
町

舵
歳
赤
浜

蛇
歳
有
明
町

蛇
歳
下
手
綱

馴
歳
春
日
町

例
歳
高
萩

例
歳
安
良
川

例
歳
安
良
川

例
歳
中
戸
川

例
歳
高
浜
町

例
歳
上
手
綱

例
歳
上
手
綱

例
歳
秋
山

８
月
弱
日
現
在
〉

蛇
歳
高
萩

蛇
歳
高
戸

＊70歳以~上

3,779人

＊65歳以上

5,604人
＝ ｢一召

に二
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’
高萩地区交通安全母の会

連合会では、 リーダー養成

研修会で心臓マッサージと

人工呼吸法を高萩市・十王

町事務組合消防本部職員か

ら学びました。救急車が現

場到着に要する時間は5，6

分です。しかし、事故後、

脳が酸素なしで生きていら

れる時間は、 3，4分です。

参加者約30人は、事故後の

早い応急手当てが、生命を

救うことを実習しました。

7月30日(火）

h

絵画は自由な創造物
この作品は、烏からの啓示、あ

るいは黙示録といった烏から受け

る様々なイメージを命題として、

絵画表現を試みたものです。

制作にあたっては、本来時間に

関係なく納得するまで創造の世界

に浸ります。それは、際限のない

ことで、いつも不本意ながら未完

の形で発表することになってしま

います。 しかし、作品は、 自由な

創造物としてのこと故、人が感銘

するか否かは別問題で、一人でも

支持者がおればこれは本当にうれ

しく思います。

鐘

§

篭

はりう

針生進さん
（大和町）M ’ 蕊蕊議憲蕊蕊證職溌ぶ撤学熊

現代におけ

る作品は、素

材や主題の方

法において、

その表現や創

造の多岐多様

一
一

さに驚かされ

ます。創造の

自由は、常に

戦いを余儀な

くされ、 これ

からも同じこ

とだと考えて

います。 第@8回新構造屋ルビルィシコン
WORK96-BIRDREVELATION

駅前通りを歩行者天国にして、 「マイタウン・

たかはぎ“楽市・楽座'，」が開かれました。通り

にはミニSLやゴリラのフワフワなどが並べられ、
まんじゅう

駅前の仮設ステージでは饅頭早食い競争や1円

玉のつかみ取りなどが行われ、家族連れなど約1

万2千人が訪れてにぎわいました。この催しの最

後には、 クイズ大会が行われ、優勝した山本亜祐

美さん（安良川） には「パリ ・ローマ6日間の

旅」の無料招待券が贈られました。 8月11日（日）

）

ー

文化会館
[午前9時~午後7時*20日は午後4時］

第16回市民ギャラリー

◇高萩の陶芸3人展
10月17日(木)～20日（日）

市民センター3，声‐
［午前9時～午後5時］

：』 ．簿

◇高萩美協展覧会蕊

識

ll
小学5年生76人が参加した「花貫川の源流

を探る」では、河口から上流までの5か所で、

川底の堆積物や水性植物を観察したり、水温

や川幅などを測定しました。長さ19.4キロ

メートルの花貫川の源流にたどり着いた子ど

もたちは、山深い森の沢から流れ落ちる冷た

い水に触れ、歓声をあげていました。

8月3日(土)～4日（日）

9月16日（月）～22日（日）

みよし稲店キｬﾗﾘｰ
［午前9時～午後6時30分］

◇籔震切り絵展 鳶
灘

－

～9月17日(火）

◇いそはら公民館
サークル展

9月18日(水)～10月7日(月）

10



:議

S
…

■

一
一 中・高生ボラ

アスクールに参

50人は、 7つの

プに分かれて

ティア活動を体

した。各グルー

乳児院や保育所

養護老人ホーム

各福祉施設での

ティア活動や車

の市内点検、点

などの体験をま

社会福祉につし、

合っていました

5日（月）～7日

二 r=
鼠アスクールに参加した
ジル 50人は、 7つのグルー
プに分かれてボラン／：

ティア活動を体験しま
辰

ｲ‘ した。各グループでは、

が 乳児院や保育所、特別
1, 1

養護老人ホームなどの3:!
各福祉施設でのボラン瓢 いす

識テイア活動や車椅子で
際i． ”

鐵鯉脇蹴宵
$社会福祉について話し

燕合っていました。 8月
.!: ､､鰻､蕊；

!｡5日（月）～7日(水）

II
体長2．5メートル、重さ約130キログラ

ムのメカジキマグロが、高萩海水浴場に上

がりました。これは、 もりを打たれて弱っ

たメカジキマグロが、沖合から海水浴場の

水域に侵入したため、監視員ら10人が尾び

れにロープを付けて浜に引き上げたもので

す。サメか？と海水浴客を驚かせた真夏の

珍事でした。 8月8日(木）

L二

第15回高萩とうろう

流しと花火大会が、関

根川河口で開かれまし

た。数百個のとうろう

が静かに関根川を流れ

ているその夜空には、

十連発花火やスターマ

インなどの花火が開花

しました。夜空を華麗

に彩っては消える花火

の瞬時の美しさに、沿

道や岸辺で観賞してい

たみなさんからは、拍

手や歓声が上がりまし

た。 8月15日（木）
せいじ

ぐ山田清治さん（島名）
撮影

…
一
一

一
慰
溺
撫
譲
蕊
蝉
蝋

騨
蕊

１
凱
酬
坐
五
橋
は
人
を
、
水
を
、
車
を
、
鉄
道
を
運
び
、
夢
や
理
想

！

ノ
Ｆ
ｒ
、
Ⅲ
川

ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
可
可
咀
刈
１
剛
４
州
１
冊
刈

剰
唾
父
裳

の
全
一

Ⅷ
承
脱
殻

刈
１
判
割
判
１
判
川
矧
１
４
刑
Ⅷ
１
１
Ｊ
“
“
“

“

か““

判“

、

．

：

鑑

邑

橋
琿
棚
温

蕊

ー

「全市民が長い間待ち望んだ東西の架

け橋」とこの橋を呼んだのは、橋の完成

を伝える当時の市報記事です。昭和39年

4月に完成したこの人道橋は、長さ約

150メートル、幅3メートル。高萩駅を

はさんで東西の地区をつなぐ初めての歩

行者専用の橋として、通勤・通学者をは

§ ！愛正園で開かれたオセロ

交流会では、愛正憧|の深谷

廣太郎さんが優勝しましたE

試合は、市民参加者と愛正

園園生各10人によるトーナ

メン|､方式で行われました〔

慎重に一手ずつコマを差し

ていく参加者は、みな真剣

そのもの。それを見守る園

生も、盤を埋めていくコマ

を見つめながら、静かに応

援していました。

8月25日（日）

翻試街蕊蕊鐵鼠生とオ セロ
溌

1

I

を
伝
え
て
い
ま
す
。

じめ多くの市民が長い間待ち望んでいた

ものでした。また同年9月には、 この橋

の南側にも磯道こ線人道橋が完成し、 常

磐線で分断されていた東西の各地区が、

この二つの橋によって結ばれまし

平成4年には、 この二つの人道

た。

橋を結

んで南北にハーモニーパークがつくられ、

駅周辺は各種イベントや交流の場として

活用されています。
§灘鍵灘鍵鍼農……：蝿… 議鍵溌議」掴

| I



-圏囲圃仕事ですか？
快適な学習環境づくりを

進めています

教育委員会庶務課

施設係内線492

幼稚園や学校などの教育施設の

整備や維持管理を行い、子ども

たちの快適な学習環境づくりに

取り組んでいます。‐

課長補佐兼施設係長
てつし

熊谷哲之

鈴木敬子さん

（有明町） 新
し
く
な
っ
た
東
小
学
校

、

新
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の

も
そ
う
で
す
か
。

Ａ
，
そ
う
で
す
。
こ
の
東
小
学
校

こ
の
東
小
学
校

築
な
ど
を
行
っ

Ｑ
・
そ
う
い
え
ば

A Q
■

め
て
い
ま
す
が
、

整
備
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

に
は
園
舎
、
校
舎
内
外
の
津

校
舎
内
外
の
補

習
も
教
育
委
員
会

校
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
よ
う

で
の
で
す
が
、

ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

の
係
で
は
幼
稚
園
や

い
て
は
、
昨
年

い
浮
か
べ
ま
す
が
、

確
か
に
教
育
委
員
会
と
聞
け
ば
学

教
育
委
員
会
と
い
う
と
学
校
を
思

学
習
活
動
を
応
援
す
る
生
涯
学

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

修
や
改

か
ら
改
築
工
事
を
進

て
い
ま
す
。

に
つ

画ジ

こ
の
夏
で
普
通
教

こ
の
東
小
学
校
も

の
仕
事
で
す
、

学
校
の
施
設
の

施
設
係
で
は
ど

新しくなって、明るくなった東小学校の普通教室

棟。烏のくちばしのように張り出した玄関の上部

の窓にはステンドグラスが入っています。目
ｱマ

仕
事

体
的 私

室
棟
が
完
成
し
、
こ
れ
か
ら
は
職
員

室
な
ど
が
入
る
特
別
教
室
棟
を
造
っ

て
い
き
ま
す
。
学
校
の
建
築
に
は
長

い
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

で
勉
強
し
て
い
る
児
童
や
生
徒
の
こ

と
を
考
え
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

Ｑ
、
こ
の
校
舎
は
と
っ
て
も
モ
ダ
ン
な

つ
く
り
で
す
ね
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
、
何
と
言
っ
て
も
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
教
室

の
柱
や
ド
ア
、
窓
わ
く
を
は
じ
め
、

廊
下
の
腰
板
や
三
角
に
伸
び
た
天
井

な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
，
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
大
喜
び

で
し
ょ
う
ね
。
で
も
、
せ
っ
か
く
新

し
い
校
舎
に
な
る
の
で
、
私
た
ち
に

も
使
え
る
よ
う
に
図
書
室
な
ど
を
開

放
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

Ａ
・
確
か
に
こ
れ
か
ら
は
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
と
し
て
、
施
設
の
開
放
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は

児
童
の
学
習
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
に
、
児
童
と
は
別
の
入
り
口
や
ト

イ
レ
の
設
置
な
ど
新
し
い
施
設
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ｌ
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ

い
学
習
環
境
づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

1 2
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（後期

の初
受級
講ワ
生I

逼プ
加口

募講
臺座

●
と
き
旧
月
か
ら
平
成
９
年
２
月

ま
で
の
毎
月
第
１
、
２
、
Ｂ
木

曜
日
。
（
月
３
回
）

・
松
岡
地
区
公
民
館
…
午
後
１
時

釦
分
か
ら
午
後
Ｂ
時
釦
分
ま
で
。

・
中
央
公
民
館
・
・
・
午
後
６
時
釦
分

か
ら
午
後
Ｂ
時
釦
分
ま
で
。

●
場
所
松
岡
地
区
公
民
館
と
中
央

公
民
館
。

●
内
容
ワ
ー
プ
ロ
の
初
歩
か
ら
簡

単
な
文
書
作
り
が
で
き
る
ま
で

を
学
び
ま
す
。

●
対
象
者
市
内
に
在
住
、
通
勤
者

で
初
心
者
の
人
。

●
募
集
人
員
各
旧
人
。

●
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
実
習
教

材
費
、
会
の
運
営
費
、
傷
害
保

険
料
な
ど
は
各
自
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
申
込
方
法
９
月
６
日
燭
か
ら
ｇ

月
即
日
㈱
ま
で
に
、
希
望
す
る

松
岡
地
区
公
民
館
、
中
央
公
民

館
に
直
接
申
し
込
み
。

●
受
付
時
間
平
日
は
午
前
Ｂ
時
扣

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
土
曜

日
は
午
後
Ｏ
時
扣
分
ま
で
。

祝
日
や
日
曜
日
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

だ
れ
で
葱
鶴
鍛
懸
織
鮮
惑
溺
礒
蔵

和
刃
祠
映
フ
ー
プ
ク
コ
巻
再
』
坐

第
Ｗ
回
高
萩
市
産
業
祭

の
出
品
物

「
長
久
鐸
赤
本
に
閨
す
る
小
↑
中
学
生
雲
休

み
自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品

栄

先
に
、
各
小
・
中
学
校
を
通
じ
て

せ
き
す
い

ご
案
内
し
た
よ
う
に
長
久
保
赤
水
に

関
す
る
自
由
研
究
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●
締
切
り
ｇ
月
印
日
囹
ま
で
。

●
展
示
旧
月
旧
日
伽
か
ら
旧
月
即

日
㈲
ま
で
開
催
す
る
「
市
民
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
船
」
の
会
場
に

展
示
し
ま
す
。

○
高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
・
推

進
協
議
会
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
）
〒
川
高
萩
市
本
町

１
１
Ⅲ
壷
四
１
１
１
．
勺

市
内
の
生
産
品
を
広
く
紹
介
し
、

愛
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
年
も
産

業
祭
を
開
き
ま
す
。

農
林
畜
産
品
、
食
料
品
、
日
用
雑

貨
、
工
芸
品
な
ど
の
出
品
物
を
募
集

し
ま
す
。

●
と
き
Ⅱ
月
旧
日
出
と
Ｆ
日
側
の

２
日
間
（
予
定
）
。

○
中
央
公
民
館
念
四
１
勺
１
三
ｓ

松
岡
地
区
公
民
館
念
訓
ｌ
ｏ
４
三
４

寵
内
の
生
産
品
を
紹
介
心
議
命

．
、
〃
ｆ
罰
Ⅱ
．
三
コ
↑
い
へ
一
『
Ｊ
エ
』
上
隆
乏
又
尾

み
な
さ
ん
の
作
品
を
待
つ

一
ス
呆
示
衣
こ
廻
す
ろ
い
や
学

画〆

|寺
唖遜

・鱗総●●文化祭の展示作品と発表者●●総翰・
◆展示部門◆ 口展示期間: 10月16H(水)から10月20日（日）まで口会場：市民体育館

●
場
所
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民

館
、
文
化
会
館
。

●
申
込
締
切
り

商
工
関
係
は
旧
月
Ⅲ
日
幽
ま
で
。

農
林
関
係
は
川
月
訓
日
附
ま
で
。

○
商
工
観
光
課
内
線
４
ｓ
己

農
林
課
内
線
４
ｓ
４

職?!戒■・顕" ﾛ職iHJ蕊 申込￥蔦方繍法種二別

当季雑詠5句。 9月25日(水)までに官製はがきで、山口

安一さん（安良川30a23-2201)へ。
緋句

1人2点以内。文化祭未発表の作品。必ず色紙

短冊とも額縁に入れること。

10月1日(火)までに官製はがきで、梶原

源太郎さん(下手綱2032 3念22-4827）へ‘
II1 柳

自分で育み、 1年以上管理、作成した山野草で、

1人5点以内。 （盆栽や洋種植物を除く） ＊先着

90点まで。

9月25日(水)までに、

佐藤カツ子さん(霊22-4458）へ。山野草

盆栽鱒3年以上管理作成した総裁｡ *先着5点
書道鰊1鱒熟蕊mx35cm以内で､縦横向
写真墹鮮撚震撫脇厩響。
革工芸妾織鯛聯､ ｲﾝﾃﾘｱ､その他革工

蕊器齢；淵獄剛砿

10月10日(木)までに、

小室和男さん(a22-2105)へ。

9月30日（月）までに、

荒井幸道さん(a22-2310)へ。

10月10H(木)までに、

下村哲さん（盆23-7453）へ。

… 10月1日(火)までに、

小室公平さん(a43-3406)へ。ー

10月27日（日）までに、

真鍋博さん(E23-0412)へ。

＊会場：文化会館

◆発表部門◆口期H : [カラオケ] 10月2()R(H) [琴・民謡] 11月4日(月） 口会場：文化会館
＊発表する曲目は自由です。

◇カラオケ: 10月10H(木） までに官製はがきで、木田恒夫さん（島名2554-17a23-0764)へ。
みいこ

◇琴： 9月3() '1（月）までに官製はがきで、原瀬美子さん（本町1-19a23-23()2)へ。

◇民謡: 1()月1011(木） までに、樋渡喜一さん(E22-2202)へ。

○文化協会事務局（教育委員会生涯学習課内）盆23-1131

１

量
７
６

口
口
一
口
抑
酎
細
》
僻
》
口帥

工
叩
口
印
口
口
卜
心
》
》
識
身
椎
郡
鈴
毒
扣

酔
〆
鈴
大
市

〆
６
５

一
３
員
蝿
一
弱

十
一
迩
狸
蕊
一
端
蝿
郡

毎
泌
酔
琴
飼
嶽
詞
験
副

識

霊

麺

一

三

癖
隷
噸
一
一
》
一

》
《
７

蕊
蕊
口
砕
瞬

》
一
鉦
》
》
》

秘

》
唖

鑿

：
㈱
相
貝
堂

蕊

こ

柵

一

》

９
時
盆
一
忽
１

蕊
鍵
日
民
的
一

壹毒

岨
叩
蝿
即
柿
狸
一
蕊
壷

弘
一
－
－

電
子
罰
唖
訓

弓

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

圭
》
一
一
》

蕊
》
／
・
翠

蕊
》
時
へ
牙

蕊
《
３
所
陀

蕊

》

後

談

ａ

一
驚
午
相
階

蕊
《
冨
故
３

誇

祁

鐸

跨

》
曾
一
午
交
同

》
州
》
雫

雷
稚
ゞ
９
以
丁
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■■■勤労青少年ホームの後期講座の受講生■■雲
●受講資格市内に居住又は勤務し、仕事を持つ独身の男女。

●申込期間 9月10日 （火）から先着順で受け付け。

●申込方法備え付けの申込用紙に必要事項を記入し、受講料を添

えて直接申し込み。

●募集講座

あ
な
た
が
選
ぶ
高
萩
の

名
所
・
旧
跡
屹
選

高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
・
推

進
協
議
会
で
は
、
市
内
肥
か
所
の
名

所
・
旧
跡
を
写
真
や
絵
な
ど
に
よ
り

紹
介
す
る
『
ふ
る
さ
と
再
発
見
ボ
ス

ト
カ
ー
ド
』
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
名
所
・
旧
跡
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
選

定
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
の
例
穂
積
家
、
花
貫
ダ
ム
、

員
人
人
人
人
・

定
別
別
皿
加
一

繍
円
円
円
円

侶
帥
側
帥
伽

料
５
０
０
０

識
Ｌ
Ｌ
ａ
２

室
室
室
室

澤
教
教
識
教

講
道
付
廻
道

茶
着
パ
書

教
蕊
＃
講

1,500円

1,()00円

書道教室

3jぶf総誕鍾蕊f篭蕊葱蕊

口期間

10月から

9年3月まで

口時間

午後6時30分～8時30分

口回数

月3回×6ケ月＝計18回

鞠
一
火

水

水
木

料理教室

》

3.300円慨 ;|礎

た
ん
し
よ
う

丹
生
神
社
の
棒
さ
さ
ら
、
下

君
田
の
さ
さ
ら
な
ど
。

●
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
名

所
・
旧
跡
の
名
称
と
選
定
の
理

由
を
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
を
記
入
の
う
え
、

旧
月
訓
日
附
ま
で
に
生
涯
学
習

課
あ
て
。
当
日
の
消
印
有
効
。

○
高
萩
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
・
推

進
協
議
会
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
内
）
〒
川
高
萩
市
本
町

１
１
Ⅷ
恋
闘
ｌ
州
１
．
１

生花教室 3,300円20人 金

IiW切蕊鐙獄f報寵蕊

3,000円 30人

}MI"露溌犠IW
－－

テニス教室

9月29日旧Iから10月

3,000円 30人 19H出までの土･H 午前9時~11時

職|と細(7H間）

洲W蝋｣5人！:職聯ゞ 午臘‘卿,-
2,000円燗繍} ’0人I聯脈で $聯峨
洲W蝋 ’5人コルフ教室

ｴｱﾛピｸｽ権 ~”

○勤労吉少年ホーム窓23-7177

第
扣
回
茨
城
県
農
林
漁

民
芸
術
祭
の
作
品

0
平
成
８
年
度

消
防
設
備
士
講
習
会

●
募
集
作
品
日
本
画
、
洋
画
（
油

絵
・
水
彩
・
パ
ス
テ
ル
・
版

画
）
、
書
、
写
真
。

●
応
募
資
格
県
内
在
住
の
農
林
漁

業
に
従
事
す
る
人
。

●
展
示
期
間
旧
月
旧
日
㈱
か
ら
肥

月
旧
日
㈱
ま
で
。

●
展
示
会
場
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
。

●
作
品
搬
入
Ⅲ
月
凹
日
附
か
ら
肥

日
囲
ま
で
。

●
申
込
Ⅲ
月
配
日
側
ま
で
に
市
役

所
農
林
課
へ
。

○
農
林
課
内
線
４
ｓ
４

消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
は
、
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
２
年
以
内
、
そ
の
後
は
講
習
を
受

け
た
日
か
ら
５
年
以
内
ご
と
に
講
習

会
を
受
講
し
な
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
種
類
と
実
施
期
日

［
第
１
種
］
（
第
１
類
と
第
２
類
）

旧
月
４
日
燭
、
Ⅲ
月
Ｂ
日
陶
、

Ⅲ
月
閉
日
陶
。

甲
種
防
災
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

［
第
２
種
］
（
第
３
類
）

旧
月
旧
日
㈹
。

［
第
３
種
］
（
第
４
類
と
第
７
類
）

旧
月
Ⅲ
日
陶
、
Ⅲ
月
肥
日
㈹
、

旧
月
Ｂ
日
㈹
。

［
第
４
種
］
（
第
５
類
）

旧
月
盟
日
㈹
。

［
第
５
種
］
（
第
６
類
）

Ⅲ
月
四
日
㈹
、
Ⅲ
月
旧
日
㈹
、

旧
月
旧
日
㈹
。

●
場
所
水
戸
市
民
会
館
。

●
申
込
方
法
９
月
即
日
鰯
ま
で
に
、

㈹
茨
城
県
消
防
設
備
協
会
へ
郵

送
で
申
し
込
み
。
受
講
案
内
書
、

申
請
書
類
な
ど
は
高
萩
市
・
十

王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
に
あ

り
ま
す
。

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防

本
部
盆
配
’
三
三
ｓ
日

●
と
き
旧
月
副
日
附
か
ら
閉
日
陶

ま
で
の
２
日
間
。

●
場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・

●
募
集
人
員
別
人
。

●
受
講
料
Ｂ
‘
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
教
材

代
）
。

●
申
込
方
法
９
月
９
日
側
か
ら
旧

月
Ⅲ
日
働
ま
で
に
、
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
あ

て
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
み

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防

本
部
盆
距
’
三
三
ｓ
巳
内
線
三
三

資
捲
取
得
の
講
習
会
で
す
〃
叩
州

ｰ

’蕊蕊

癖
一
垂
ｐ
Ｈ
蕊
識
騨

》
》
鋤
畢
推
澤
》
》
》

牡
』

託
瞬

《
Ｒ
叩
》

》

誕

麹

驚
高

一
曄
碓
轆
灘
蓉

麺
趣
Ｆ
印
酔
鰯
蟻
率

４２
類
型
月
水
立
蕊
ン

》
｝
》
私
丘
夘

Ｊ
壺
一
Ｅ
》
榊
鱗
貢

蕊
田
灘
時
榊
灘
花

鋪
沼

翻
Ⅲ
灘
／
灘
日

“
》
脂
一
理
“
鮴
画
職
犯

３

，

獅

癖

》

》

秘
詫
》
啼
“
鱗
鯆
亜
蟻
蝿

》
月
一
鱗
Ｊ

Ｉ
》
》
》
》
》
癖
》
灘
加

溌
包
社
副
職
》

口一三

一

》

》

一

癖

一

繍

州
》
》

ｎ
昂
：
。
唯
ハ
ロ
／
』

灘
羽

、

一

渉鯉

出

議

圭

諏

蕊
／
セ
鞠
驚
唾

Ｅ》
》

栖

》

》

岬
蝿

霊
ゞ
蕊
、
９
北
福
一
》
教
狂

》

恋

》
轆
》
》
主
一
部

咽
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寝
た
き
り
老
人
等
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス

●
委
託
先
施
設
老
人
保
健
施
設

は
く
じ
ゆ
ん
え
ん

「
博
純
苑
」
（
秋
山
）

●
対
象
者
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
、

寝
た
き
り
老
人
に
準
じ
る
人
、

ち
ほ
う

痴
呆
性
老
人
、
虚
弱
老
人
、
重

度
の
身
体
障
害
者
、
重
度
の
身

体
障
害
者
に
準
じ
る
人
で
家
庭

で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
、

●
内
容
入
浴
、
生
活
指
導
、
栄
養

指
導
な
ど
。

●
入
浴
実
施
日
［
一
般
入
浴
］
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で
。
こ
の
ほ

か
、
火
．
金
曜
日
は
午
前
ｇ
時

扣
分
か
ら
正
午
ま
で
。
土
曜
日

は
、
午
前
ｇ
時
釦
分
か
ら
正
午

ま
で
。
［
機
械
浴
］
月
曜
日
と
木
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
。

●
事
前
検
査
施
設
入
苑
者
の
感
染

障
害
を
持
つ
人
た
ち
と
地
域
の
み

な
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
９
月
期
日
⑧
午
前
旧
時

か
ら
午
後
２
時
。

●
場
所
市
民
体
育
館
。

○
福
祉
事
務
所
内
線
ヨ
三
コ；

》

「
第
４
回
高
萩
市

障
害
者
の
集
い
」

司

語
4
コ
＝コ

ョ

瑛
宿

行
政
相
談
週
間
に
特
別

相
談
会
を
開
き
ま
す i
一

旧
月
旧
日
佃
か
ら
旧
月
旧
日
出
ま

で
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行

政
相
談
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
な
ど
を
受

け
付
け
て
、
住
民
と
行
政
の
間
に
立

っ
て
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
、
双
方

が
お
互
い
に
納
得
が
で
き
る
解
決
の

た
め
に
助
力
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
行
政
相
談
週

間
」
が
つ
く
ら
れ
、
各
地
で
行
政
相

談
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
行
政
相
談
所
と
合
わ

せ
て
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
所
を
設
置
し
、
特
別
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
相
談
所
で
は
、
い

症
予
防
と
本
人
の
健
康
状
態
を

は
握
す
る
た
め
に
事
前
に
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
一
部
自
己
負
担
金
あ
り
。

●
入
浴
料
無
料

●
送
迎
家
庭
で
の
送
迎
が
で
き
な

い
場
合
は
、
施
設
の
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

●
そ
の
他
入
浴
に
つ
い
て
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
施
設
の
医

師
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
実
施

し
ま
す
。

●
申
込
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
み
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
内
線
ヨ
Ｓ
４

馨蕊麹

ー

は
許
可
が
必
要
で
す

屋
外
で
、
常
時
ま
た
は
一
定
の
期

間
継
続
し
て
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
看

板
や
立
看
板
、
は
り
紙
、
広
告
塔
、

広
告
板
な
ど
の
広
告
物
を
掲
示
す
る

場
合
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
掲
示
に
あ

た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
禁
止
地
域
…
自
分
の
店
や
営
業
所

に
名
前
を
表
示
す
る
広
告
物
以
外

は
、
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

◇
許
可
地
域
：
・
広
告
物
を
掲
示
す
る

場
合
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

◇
禁
止
物
件
…
広
告
物
を
掲
示
し
て

は
い
け
な
い
物
件
で
す
。
（
電
柱

や
街
路
樹
、
道
路
標
識
な
ど
が
禁

止
物
件
で
す
）

○
都
市
計
画
課
内
線
４
イ
三

じ
め
や
い
や
が
ら
せ
、
近
隣
関
係
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
秘
密
を
守
り
、
無
料
で
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
と
き
叩
月
旧
日
㈱
・
午
前
旧
時

か
ら
午
後
３
時
。

●
場
所
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

●
相
談
員
行
政
相
談
委
員
と
人
権

擁
護
委
員

○
市
民
課
内
線
三
三
畑

秘
書
課
内
線
三
ｓ
三

下手綱地内の市道1058号線の

関根橋が、橋梁整備工事のため車両

通行止めになります。なお、歩行者

については、仮設橋（人道橋）を設

置しますので同所で通行できます。

大変ご迷惑をおかけしますが、ご

協力をお願いします。

●期間 平成9年

10月1日(側から3月31日(月)まで
●う回路左図のとおり。

○都市計画課内線4 1 2

▼関根橋の完成予想図

､心”

：

蕊

…認 蕊鍵議鍵識

溌鍛鱗蕊灘蕊灘凝議溌謡箪溌蕊蕊1準灘蕊蕊識;癖蕊蕊鐸農蘇識



●届出を必要とする大規模行為

◇建築物（新築、増・改築、移転、外観の変更）

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
１
、
Ｌ
Ｌ
Ｆ
４
，
８
日
目

、

■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

入

｜

_基旦QgEg"LZ=

大
規
模
行
為
に
は

こ
れ
ま
で
の
大
規
模
建
築
物
の
新

築
に
加
え
、
今
年
Ⅲ
月
１
日
か
ら
は
、

左
の
よ
う
な
大
規
模
行
為
に
つ
い
て

蕊
慧
鍵
蕊
蕊
蕊
蕊
溌

へ
見
莫
一
丁
烏
こ
ま

場券

発売中

燕騨毒潭 蕪諦鴛 禰蕊 熟 蕊 . ¥

霞職曹難｝
藷． 、鍵｡.､鷲･ ' 、鳴鞠.､､謝､期& "． . . ､ ､ “ 1

積が2,000㎡を

蝋 届
出
が
必
要
で
す

辰巳琢郎 高さが9mを超え、かつ、延床面積が2,000㎡を

超える建築物。

蕊霊鯛 蕊霊蝋|巽霊鰯
建
蕊
物

弦楽四菫奏団／クラシック･アラカルト

◇工作物（新築、増・改築、移転、外観の変更）

高さが15mを超える建築基準法施行令で規定する工作物。

ただし、擁壁にあっては高さが5mを超えるもの。

◇土地の形質の変更

・都市計画区域内で、行為に係る土地の面積が15,000IIf

以上のもの、又はのり面・擁壁の高さが5mを超え、

かつ、長さが10m以上で、面積が3,000㎡以上のもの。

・都市計画区域外で、行為に係る土地の面積が50,00011f

以上のもの、又はのり面・擁壁の高さが5mを超え、

かつ、長さが10m以上で、面積が5,000㎡以上のもの。

●届出の時期着手する30日前まで。

●届出窓口都市計画課

○市役所都市計画課内線412

県北地方総合事務所建築指導課B029-225-1313

県建築指導課aO29-221-8111

も
知
事
へ
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
届
け
出
に
対
し
て
、

知
事
は
「
大
規
模
行
為
景
観
形
成
基

準
」
に
基
づ
い
て
必
要
な
助
言
や
指

導
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・プレイガイド・

田所書店、仲屋書店、ヤマザキショ

ップサカモト、モンペリ上島名ねも

と・高浜やおけん．せきね．川上か

ねこ（十王) 、ピアノマート （磯原）

日立市民会館、文化会館

ー

銀河鉄道

ぬいぐるみ

ミュージカル

入場券溌充日
曲 d 設 晶 輯 ヨ

リ月10H(火）

平
成
９
年
度

就
学
時
健
康
診
断

平
成
９
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

●
学
校
と
実
施
日

松
岡
小
旧
月
Ｂ
日
㈹

東
小
旧
月
９
日
㈱

君
田
小
旧
月
叫
日
側

秋
山
小
肥
月
旧
日
陶

高
萩
小
川
月
閉
日
㈱

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
扣

分
か
ら
始
め
ま
す
が
、
受
け
付

け
は
午
後
１
時
か
ら
行
い
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

・
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
普
通
の

学
校
で
は
就
学
が
困
難
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
が
い
る
人
。

・
就
学
予
定
者
の
家
庭
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す

が
、
通
知
も
れ
ま
た
は
住
所
変

鐵
識
耀
蕊
謡
鑑
謹
蕊
鰯
蕊
蕊
寒
篭

｢長靴をはいた猫」

10月29日（火）
口開演：午後1時30分

口入場料(全席自由） ：
大人…1,500円

こども…1,000円

廊講糟
’ 平成B年10月1日（火) |

#'1い中報0鯛剖日榊
更
な
ど
に
よ
り
通
知
が
届
か
な

か
っ
た
人
。

・
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
人
。

○
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

盆
閉
ｌ
州
イ
ヨ
三

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局 茨城県

○問い合わせは､庶務課(内線312)まで

ｰ
－9月8日旧）
高萩中ボ

ー9月22日旧）
高萩小湘

東小君日

10月6日旧）
第一幼オメ

東幼

秋

秋

松

山中 松岡中

薑コンクール審査結果
山小松岡小

君田小君田中今回のコンクールでは、地域

や学校など36団体が参加しまし

た。どの花壇でもみなさんが丹

精込めて育てたみごとな花々が

咲き揃っていました。

最優秀賞：石滝クラブ

岡幼 秋山幼

口第1部門（フラワーロードの部）
第31回高齢者福祉大会

と

第18回高齢者を囲む三世代の集い

●とき 9月15日 （日) *敬老の日。

●日程等午前9時30分から｢高齢者福祉大会』。

午前11時から「三世代の集い｣。

●場所市民体育館。

○福祉事務所内線355

?みなさんそろっておでかけください！

蕊掘簿体職場"灘} 小中学綾“厨畷議
口第3部門（学筏の部)E

最優秀震たつご子供会、北組子供会松岡中学校松岡幼稚園

錘J蕊蕊妻島名団地連合、高萩長寿会、秋山小学校東幼稚園

鍾琴盈花賞長寿会 高裁小学校秋山保育所
､ 篭" " ""､ ";, '篭鍵嬉窯鐇諺"'"鳴､： 松岡小学校第一幼稚園

ロ第3部門（学鏡の蕊)(f[
乱 ,

小・中学校1℃翔稚園媒鴦競

島名団地連合、高萩長寿会、

花貫長寿会

秋山小学校

高萩小学校

松岡小学校

君田小学校

米寿クラブ、島名高齢者ク

ラブ、秋山下長寿会、朝日

子供会、大和町子供会

君田中学校蝿宇尋

鰯蕊蕊
齢
卜

'7



▼
陣議:農､: “創

や罫甑

識蕊議瀧
■とき 11月30日 （土）

■場所十王町総合健康福祉センター

■内容 ［第1部］県北の郷土芸能

＊午後2時開演。

■とき 9月27日(金)午前9時から

11時30分まで。

■場所県立北茨城養護学校

■対象者来年4月に就学予定の,L、

天神ぱやし （常陸太田市)、花

園のささら排茨城市）など。
［第2部］飛天による十王能。

＊午後3時開演。

■入場料無料。

■申込中学生以上。往復はがきに

住所、氏名、電話番号、返信の

あて先を記入のうえ十王町企画

課(〒319-13十王町友部2581S

32-2211)まで。1枚に2人まで

記名できますが1人1枚。応募

者多数の場合は抽選となります

■締切り 10月15日(火)*当日消印

有効。

．県北地方広域市町村圏事務組合

県北広域圏交流事業実行委員会

身に障害を持つ児童の保護者。

■持参品スリッパ及び筆記用具。

■参加料無料。

■申込 9月20日(金)までに電話で

申し込み。

口茨城県立北茨城養護学校丑43-2622

花貫1鳴苑県蝋罫の熟まうたん園
では、千成、 百成、鶴首などたく

さんの種類のひょうたんを見ること

ができます。この育ったひょうたん

とその苗（来年5月配布予定） を差

し上げますので希望者は直接ご来苑

ください。

口花貢川魚苑恋28-0601

職蕊譲蕊
灘議脅9月は「障害者雇用促進月間」で

す。障害者への雇用を広げるために

合|司面接会を開きます。雇用を検討

している事業主や就職を希望する障

害者のみなさんの出席をお待ちして

います。

■とき 10月2日(水)。

■場所ワークプラザ勝田（ひたち

なか市東石川)。

＊送迎バスを用意しています◎

口高萩公共職業安定所恋22-2549

騨瀞認鶴鳥
ー

■募集内容コンピュータ制御科、

自動車整備科、冷凍空調設備科、

建築設計科、測量設計科、 OA

事務科。 ＊就学期間は全科とも

1か年（4月入学､3月卒業)。

■応募資格高校卒業（見込みも含

む）以上。

■授業料無料。

■入学願書受付 9月17日(火)から

10月15日(火)まで。

■選考日 10月22日(火)。

口茨城県立水戸産業技術専門学院

〒310水戸市元吉田町一里塚1872

aO29247-5500

酎
溺

蝉

灘驚蕊鴬雛 鰯鐵驚

灘灘認蕊鰯騨識
■とき 10月5日(土)午前10時から

午後3時まで。

■受付電話番号

（高萩市）22－5239

（日立市）0294－43－8984

（那珂町）029－295－1356

＊いずれの電話番号に電話されて

もけつこうです。

■相談内容相続や贈与、農地、土

地利用、権利義務、事実証明、

建設業、法人に関すること、そ

の他。

口茨城県行政書士会県北支部

鈴木昇一さん盆0294-42-2539

J…
■とき 10月20日（日）午前10時受付

■場所市民センター会議室。

■会費 500円。
なま

■宿題①はらはら②誰り

③塗る④気炎。

■席題一題。当日発表。

■入賞市長賞ほか15位まで。

口高萩川柳同好会

梶原源太郎さん盆22-4827

'第11回望み会カラオケ議会
| ;■とぎ靭月29日(日)午前10畷｡
■場所文化会館5入場無料6＼ミ ；
■内容： カラオケ発表とケスト竜；

崎五郎さんの歌謡ショー。 〃

〆丹勝政さん公23二3561 ‘

竜”

司亘l2l割 写ママ］‘ ← ほうしまう 二

｢劇団らじがる｡かんばに~j棚働大臣褒章を受賞
ありがとうございました

蕊:蕊遁撫鑛駕f罵蕊驚吾
;樹公演や生涯学習ﾌｴｽﾃｨパﾙの参加をはじⅡ駄;吾種
・ポﾗジデｫｱ活動にも取り組むなど独自の演劇毒力を続

. 、 ← ＆ ‘ ､ ; . :､ ． ． ‘ 、 ；・ ; ､ -

これらの活動が認められ､今回の受賞となり藍心だきf私

＊社会福祉協議会へ

石井四郎さん（石滝) 100,000円

一市民より 50,000円

＊中央公民館へ

作山栄一さん（上手綱） 花瓶

けています《

たちの活動が社会釣に評価さ れたのはとつ

てもうれしいですねd演劇はみんなでつく

る楽しみど､:富分らし<1できるところがい

いですね｡l雑&して私だちの仲間はとっても

持づでいまず.撮高の伸間で
： ". ：､ . : ﾓﾐ､ ､ .: ！" :熟． . : ;: ,， ､ ､､､ :, : :: ;:. ¥ ､ :: ､ ;､

轟妻直美さんd"¥今後の活躍が

いみなさんでず。 ；

いい雰囲気を
F", ,, ﾐ ' 箔 ､ ､､ ,韻 “ “ ；；

す」と代表の

期待される若



鐘鹸駿 蕊
霧第21回松久保地区

親善野球大会

鐸
謹ま

き

、 ！
' 爵
”

噂

[とき］

[会場］

[結果］

8月11日 （日）

高浜グランド

優勝大建工業㈱

準優勝生化学工業㈱

第3位高戸クラブ

敢闘賞㈱永谷園本舗

鱗
溌
臘

錘＝”“…慰一…

桑 j学識鑓鑑蝿難蝉力

(敬称略） 蕊第9回高萩市少年水泳大会

[結果］ 優勝者と優勝団体 ［とき］ 8月20日（火） ［会場］ 松岡中学校プール

’
平
泳
ぎ

ー

|女子50m(小学4~6年共通) |森明日香

画
’

平
泳
ぎ ’

○数字は、次のような大会新記録を出したみなさんです
譲第17回高萩市剣道錬成大会

[とき］ 8月24日 （土）

[会場］市民体育館

[結果］団体の部の優勝…・小学校低学年…十王武道振興会

・小学校高学年…錦剣道スポ少

個人の部の優勝…・小学校低学年…小室渭史

・小学校高学年…森田辰則

・中学l年男子…猿田宏太朗

・中学2年男子…堀田孝二

・中学3年男子…熊坂康志

・中学1年女子…石田久美子

・中学2年女子…荒井佐也佳

・中学3年女子…猿田早紀恵

・一般の部男子…藤橋次央

・一般の部女子…大藤悦子

③26秒15

⑥43秒89

①16秒67

④30秒14

⑦1分15秒92

②22秒91

⑤36秒71

⑧2分8秒58

,ー

第24回高萩市長杯争奪軟式野球大会
＝ 一一

職憲誰|潮
でよるにのれ 、し

のう海遊大た｜司く
学に鴫ぶき巨校な
校も り子な大のつ
生見のどクな児た
活えりもジモ童東
がまズたラザが小
始すムちのイ描学
ま ･に 。背クい校
り待合近中画た 。
まちわくにが絵校
しにせの乗あを舎
た待て海つりも北
oつ踊かてまと側
たつら楽すにの
茂新て聞し ･つ壁

古
同
萩
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
色
鮮
や
か
な
山

い車
を
引
い
て
、
新
庄
市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
㈲

夜
、
照
明
を
浴
び
て
神
秘
的
な
光
と
影
の
世
界

を
織
り
成
し
た
山
車
。
二
日
目
、
「
下
に
お
る

み
こ
し
と
ぎ
よ

う
」
の
声
の
も
と
に
古
式
ゆ
か
し
い
神
輿
渡
御

ぎ
よ
う
れ
つ

し
し
お
ど
り

行
列
・
三
日
目
の
鹿
子
踊
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
楽
し
い
体
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の

目
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ロ

スポーツの秋を迎え、市内のグランドでは、開会式の開

かれた8月25日（日）から高萩市長杯を目指して熱戦が繰

り広げられています。 “お父さんガンバレー”の声援や職

場の仲間の熱い応援を受けて試合に臨む55チームの選手た

ち。優勝の女神は、どのチームの頭上に輝くのでしょうか。

みなさんも、ぜひ、観戦にお出かけください。
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種 目 ｜ 小学4年

自
由
形

’ 森奈津紀

|男子50m(小学4~6年共通）
女子50m(小学4～6年共通）

小野昇二

小学5年

鐵 則和

大森友貴

後藤 翼

下山田梨紗

小学6年

中沢俊也①

鈴木敦子

種 目 ｜ 小学4年 小学5年 小学6年

男子25m

女子25m

男子50m(小学4～6年共通）

須藤貴寛

山口真理子

樫村裕太②

神永祐子

佐藤貴是

長谷部孝幸③

高原あゆみ

小学生団体 中学生団体

自
由
形
リ
レ
ー

男子200m

女子200m

混合200m

秋山小A

高萩小

秋山小A

男子200m

女子2()()、

混合200ml高萩中A

高萩中A(3

高萩中A

フリー100m 東小Ac

男子50m 下山田淳《 男子100m 大高健一郎

佐川絵美⑥女子100m 沼田絵美

藤井拓朗

皆川稚夏



’
Jl

ff
Fr

… 繍繍聯鶏灘灘箪蕊難霧蕊

職
凸錨

儲 齢＆灘 、患 班
蝋

ー

壁盤懲鰹編したね。
石崎と書いてあるので私の住んでいる周

辺の風景ですが、場所の特定は難しいです

ね。この中に描かれているll lは竜子川だと

思いますが、昔は今ほど川幅も大きくなく

小l l lという感じで、 よく洗い物をしたこと

を覚えてます。道をはさんで少し山側に行

くと雑木林があって、秋の紅葉がきれいで

したね。ちょうど絵に描かれているような

風景でした。この周辺は松岡地区環境整備

事業で風景が大きく変わりましたね。

脳
発
行
／
平
成
八
年
九
月
五
日

竜子川と石崎地区

■
編
集
／
茨
城
県
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課
■
印
■
印

ー

I

10月の ＝

r垂日曜当番医です。
…J- (時間)午前9時~午後4時

刷
／
藤
枝
印
刷

”

脚
吋

伊

哨

戦
ｎ
曲
仙
小
洲
舵

叫
雅
川
刈
が
瑚
昨
糾
乳
い

一

の作業は、 9月末まで続きます。凶

20
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